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●クメール語の表記について ――――――――――――――――――――

クメール語のカタカナ表記については，各章の執筆者間での統一は，本書では

あえて取らなかった。また，音節および単語の区切りに中黒を打つか打たないか

も，各執筆者に任せてある（例：ポルポト／ポル・ポト）。

本書の執筆者はそれぞれ，できるだけ原音にちかい表記を心がけているが，同

じ語が異なったカタカナ表記になってしまうのには，いくつかの理由がある。主

要な原因と考えられる点をあげておく。第１に日本語の５母音だけではクメール

語の基本的な９母音を表すことは不可能であるが，ある音を例えば「ア」に近い

と判断するか「エ」に近いと判断するかは，聞き取り手によって個人差があるこ

とが指摘できる（例：シアムリアプ／シエムリアップ）。第２に，地名や人名など

で，クメール語の原音からではなく，フランス語話者や英語話者によるローマ字

表記を下敷きにして創られた日本語表記が用いられてきた結果，原音とかけ離れ

ていてもそれが日本では一般に通用するようになっている場合，そうした表記に

対してどの程度寛容になるかの判断もまた研究者間で大きく異なる（例：バッタ

ンバン／バッドンボーン）。第３に，日本語にも音としては存在していても，すべ

て「ン」で表記されるn，ng，mの子音の表記をどうするかという判断，および末

子音の表記をどうするかという判断は，これもまた個人差が大きい。

本書の執筆者は，アルファベット表記から原音を確実にたどれるようなアルフ

ァベット表記が確立していない以上，現時点ではカタカナ表記の方がふさわしい

という判断は共有しているが，上記のような理由により，その統一を取るところ

までには至らなかった。読者に若干の混乱を感じさせるかもしれないことを申し

訳なく思う一方，読者にクメール語の素養が若干あればとくに大きな誤解を生む

ものではないと判断している。 編者


